
（１）障害の状態により、
特に必要がある場合

各教科及び外国語活動の目標及び内容に関する事項の
一部を取り扱わないことができる。

各教科の各学年の目標及び内容の全部又は一部を、当
該学年の前各学年の目標及び内容の全部又は一部によっ
て、替えることができる。

中学部の各教科の目標及び内容に関する事項の全部又
は一部を、当該各教科に相当する小学部の各教科の目標
及び内容に関する事項の全部又は一部によって替えるこ
とができる。
中学部の外国語科については、外国語活動の目標及び
内容の一部を取り入れることができる。

幼稚園教育要領に示す各領域のねらい及び内容の一部
を取り入れることができる。

（２）知的障害を併せ有す
る児童生徒の場合

各教科又は各教科の目標及び内容に関する事項の一部
を、当該教科に相当する特別支援学校（知的障害）の各
教科又は各教科の目標及び内容の一部によって替えるこ
とができる。この場合、小学部の児童については、外国
語活動及び総合的な学習の時間を設けないことができる。
中学部の生徒については、外国語科を設けないことがで
きる。

（３）重複障害のうち、障
害の状態により、特に必要
がある児童生徒の場合

各教科、道徳科、外国語活動若しくは特別活動の目標及
び内容に関する事項の一部又は各教科、外国語活動若し
くは総合的な学習の時間に替えて、自立活動を主とし指
導を行うことができる。

各教科の目標及び内容の連続性についての検討
「重複障害者等の教育課程の取扱い」の規定を踏まえた

各教科の目標及び内容の連続性についての検討

●現場の教員が実態把握や目標設定に活用できる教科の目標及び内容のつながりを具体的に示すことが重要
ではないか。
⑴ 小学校等の教科と知的障害のある児童生徒のための教科の目標の系統性を連続性のあるものとして示すことが必要
⑵ 発達の初期段階にある児童生徒も含めて教科の目標の系統性をより細かく具体的に示すことが重要
⑶ その上で、重複障害である児童生徒の教科等の目標・内容を「替える」際の手続きを具体的に示すことが必要

平成２８年４月１３日
教 育 課 程 部 会
特別支援教育部会
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（小・中学部の例）重複障害者等の教育課程の取扱い
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重複障害者等の教育課程の取扱いについて

（例）重複障害者の場合（例）重複障害者の場合

2-(1) 「各教科」又は「各教科の目標及び内容に関する事項の一部」を、
ことができる

［知的障害を併せ有する児童生徒の場合］

① 「各教科」を替える場合 ② 「各教科の目標、内容に関する事項の一部」を替える場合

■ 中学部（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱）の教育課程
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■ 中学部（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱）の教育課程
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小学校等の教科

教科（知的障害）

つながり つながり



重複障害者等の教育課程の取扱いについて

2-(2) 「各教科，道徳，外国語活動若しくは特別活動の目標及び内容に関する事項の一部」又は「各教科，外
国語活動若しくは総合的な学習の時間」に替えて， を行うことができる

［重複障害者のうち，障害の状態により特に必要がある児童生徒の場合］

■ 小学部（視覚障害、聴覚障害、肢体不自由、病弱）の教育課程
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算
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科
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自

立

活

動

・小学部に外国語活動が導入されたことに伴い、各教科等と同様に
外国語活動についても一部又は全部替えることができる。

・各教科、道徳、外国語活動、特別活動の目標及び内容に関する事
項の一部に替えて、自立活動の指導を主として行うことができる。

・各教科や外国語活動の目標及び内容の全部又は総合的な学習の時
間に替えて、主として自立活動の指導を行うことができる。

・なお、道徳及び特別活動については、その目標及び内容の全部を
替えることができないことに留意する必要がある。
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（例）
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現行の教科における「目標（ねらい）」
の示し方から見た現状と課題
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小
学
校
等
の
教
科

（例）
算数
／数学

小学校 中学校 高等学校 学習評価の観点

目標

算数的活動を通して、

数量や図形についての基礎
的・基本的な知識及び技能
を身に付け、

日常の事象について見通し
をもち筋道を立てて考え、
表現する能力を育てるとと
もに、

算数的活動の楽しさや数理
的な処理のよさに気付き、
進んで生活や学習に活用し
ようとする態度を育てる。

数学的活動を通して、

数量や図形などに関する基礎
的な概念や原理・法則につい
ての理解を深め、

数学的な表現や処理の仕方を
習得し、事象を数理的に考察
し表現する能力を高めるとと
もに、

数学的活動の楽しさや数学の
よさを実感し、それらを活用
して考えたり判断したりしよ
うとする態度を育てる。

数学的活動を通して、

数学における基本的な概念
や原理・法則の体系的な理
解を深め，

事象を数学的に考察し表現
する能力を高め、創造性の
基礎を培うとともに、

数学のよさを認識し、それ
らを積極的に活用して数学
的論拠に基づいて判断する
態度を育てる。

知識・理解
技能

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
た
め
の
教
科

算数
／数学
（知）

小学部 中学部 高等部 学習評価の観点

目標

具体的な操作などの活動を
通して、

数量や図形などに関する
初歩的なことを理解し、

※

※それらを扱う能力と態度
を育てる。

※

日常生活に必要な数量や図形
などに関する初歩的な事柄に
ついての理解を深め、

※

※それらを扱う能力と態度を
育てる。

※

生活に必要な数量や図形な
どに関する理解を深め、

※

それらを活用する能力と態
度を育てる。

知識・理解
技能

思考・判断・表現

関心・意欲・態度

教科の目標の比較教科の目標の比較
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幼稚園 領域 意義 ねらい

ねらい 環境 周囲の様々な環境に
好奇心や探究心をもっ
てかかわり，それらを
生活に取り入れていこ
うとする力を養う。

（1）身近な環境に親しみ，自然と触れ合う中で様々な事象に興味や関心をもつ。

（2）身近な環境に自分からかかわり，発見を楽しんだり，考えたりし，それを生
活に取り入れようとする。

（3）身近な事象を見たり，考えたり，扱ったりする中で，物の性質や数量，文字
などに対する感覚を豊かにする。

（参考）幼稚園教育要領における領域のねらい（参考）幼稚園教育要領における領域のねらい

（例）幼稚園、領域「環境」
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（例）
小学校
算数

学年 内容の領域 目標

目標

小学部
算数
（知）

段階 内容構成 目標

目標

各学年等の目標の比較各学年等の目標の比較

つながり

１ Ａ数と計算

Ｂ量と測定

Ｃ図形

Ｄ数量関係

（1）具体物を用いた活動などを通して、数についての感覚を豊かにする。数の意味や
表し方について理解できるようにするとともに、加法及び減法の意味について理
解し、それらの計算の仕方を考え、用いることができるようにする。

（2）具体物を用いた活動などを通して、量とその測定についての理解の基礎となる経
験を重ね、量の大きさについての感覚を豊かにする。

（3）具体物を用いた活動などを通して、図形についての理解の基礎となる経験を重ね、
図形についての感覚を豊かにする。

（4）具体物を用いた活動などを通して、数量やその関係を言葉、数、式、図などに表
したり読み取ったりすることができるようにする。

６ 略 略

～

１ (1)数量の基礎
(2)量と測定
(3)図形・数量関係

※

３ (1)数と計算
(2)量と測定
(3)図形・数量関係
(4)実務

※

～
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現行の教科における「内容」の示し方
から見た現状と課題
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中２

中１

小３

小１

小２

小４

小学校等の各教科の各学年の内容小学校等の各教科の各学年の内容

幼稚園 ●（内容）日常生活の中で数量や図形などに関心をもつ。

小５

小６

中３

高３

高１

高２

●整数の意味と表し方（２位数、簡単な３位数など）、●整数の加・減（１位数の加・減、簡単な２位数の加・減）

●整数などの表し方（３位数、４位数、１万、簡単な分数（1/2,1/4など）、●整数の加・減（２位数の加・減、簡単な３位数の加・減）など、
●整数の乗法（乗法九九、簡単な２位数の乗法など）

●整数の表し方（万の単位、１億など）、●整数の加・減（３位数や４位数の加・減など）、●整数の乗法（２位数や３位週の乗法、３位数×２位数）
など、●整数の除法（１位数による簡単な除法、商が１位数や２位数）、●小数（小数の意味の表し方、小数（1/10の位）の加・減）、●分数（分数
の意味の表し方、簡単な分数の加・減）、●そろばん（数の表し方と加・減）

●整数の性質（偶数と奇数、約数と倍数、素数）、●整数と小数の記数法、●小数の計算（小数の乗・除（1/10、1/100の位など）、●分数の計算
（異分母分数（真分数、仮分数）の加・減など、●分数の乗・除（分数×整数、分数÷整数）

●平方根（平方根の必要性と意味（有理数・無理数）、平方根を含む式の計算、平方根を用いること）
●式の展開と因数分解（単項式と多項式の乗法と除法の計算、簡単な式の展開や因数分解、文字を用いた式でとらえ説明すること）
●２次方程式（２次方程式の必要性と意味及びその解の意味、因数分解や平方完成して２次方程式を解くこと、解の公式を用いて二次方程式を解
くこと、２次方程式を活用すること）

（例）算数・数学（高校は「数学Ⅰ」）

Ａ数と計算

（８）身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」

●整数の表し方（億、長の単位など）、●およその数（概数、四捨五入、四則計算の結果の見積もり）、●整数の除数（２位数などによる除法）、
●整数の四則計算の定着と活用、●小数の計算（小数の加・減1/10、1/100の位など）、●小数の乗・除（小数×整数、小数÷整数）、●分数の
計算（同分母分数（真分数、仮分数）の加・減など）、●そろばん（加・減）

●分数の計算（分数の乗・除（分数・小数の混合計算など）、●小数や分数の四則計算の定着と活用

●正の数・負の数（正の数と負の数の必要性と意味：数の集合と四則、正の数と負の数の四則計算の意味、正の数と負の数の四則計算、正の
数と負の数を用いること）
●文字を用いた式（文字を用いることの必要性と意味、乗法と除法の表し方、一次式の加法と減法の計算、文字を用いた式に表すこと：不等式
を用いた表現）
●一元一次方程式（方程式の必要性と意味及びその解の意味、等式の性質と方程式の解き方、１次方程式を解くことと活用すること：比例式）

●文字を用いた式の四則計算（簡単な整式の加減及び単項式の乗除の計算、文寧を用いた式で表す・読み取る、目的に応じた式変形

●連立２元一次方程式（ニ元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味、連立方程式とその解の意味、連立方程式を解くことと活用すること）

●数と集合（数と集合：実数、集合、式：式の展開と因数分解、不等式）

目
標
（ね
ら
い
）

Ａ数と式

現行の学習指導要領に基づいた作成
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（参考）幼稚園教育要領における記述（抜粋）（参考）幼稚園教育要領における記述（抜粋）

（例）領域「環境」

内容例 解説（抜粋）

（8） 日常生活の中で
数量や図形などに関
心をもつ。

幼児は日常生活の中で，人数や事物を数えたり，量を比べたり，また，様々な形に
接したりすることを体験している。教師はこのような体験を幼児がより豊かにもつこ
とができるようにして幼児が生き生きと数量や図形などに親しむことができるように
環境を工夫し，援助していく必要がある。

数量や図形についての知識だけを単に教えるのではなく，生活の中で幼児が必要感
を感じて数えたり，量を比べたり，様々な形を組み合わせて遊んだり，積み木やボー
ルなどの様々な立体に触れたりするなど，多様な経験を積み重ねながら数量や図形な
どに関心をもつようにすることが大切である。

幼児は，例えば，皆が席に座った際に，誰も座っていないいすを数えて休みの幼児
を確認したり，ごっこ遊びで友達が持っている棒より長い物を持ちたくて作ったりす
るなど，日常的に知らず知らずのうちに数や量に触れて生活している。また，教師や
友達と一緒にグループの人数を確認してからおやつを配ったり，どちらの砂山が高い
かを比べたりするなど，意識して数量を用いることもある。このような体験を通して，
教師や友達との日常的なやり取りをしながら，数量に親しむ経験を多様に重ねていく
ことが大切である。さらに，花びらや葉，昆虫や魚の体形など，幼児の身の回りの自
然界は多様な形に満ちている。幼児がこのような多様な形に触れたり，教師が注目を
促すことを通して，様々な形に気付いたりして，次第に図形に関心をもつようになる
ことが大切である。

このように，日常生活の中で数えたり，量ったりすることの便利さと必要感に幼児
が次第に気付き，また，様々な図形に関心をもってかかわろうとすることができるよ
う援助していくことが重要である。
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１段階

※共同行為成立、活動と結果の理解、探索操作、動作による働きかけ

小学校等の各教科の各学年等の内容の配当比較①小学校等の各教科の各学年等の内容の配当比較①

２段階

３段階

(1)具体物があることが分かり、見分けたり、分類したりする。
【個別化、類別、分類・整理、対応】

(1)日常生活における初歩的な数量の処理や計算をする。
【3位数までの数、2位数以下の加減乗除】

１段階

１段階

２段階

(1)日常生活に必要な数量の処理や計算をする。
【万の位の数、呼称、3位数以上の加減乗除】

⑴身近にある具体物を数える。
【１～１０の範囲で数える、数詞、順序数、数字、集合数、
加法・減法の基礎理解、一対一対応、分類】

⑴初歩的な数の概念を理解し、簡単な計算をする。
【２位数程度、数唱、計算、記数、大小比較、順序数、
合成分解、１０までの加減法】

数と計算

(1)生活に必要な数量の処理や計算をする。
【加減混合計算、小数第2位程度の意味、分数、％、
割合、概数】

自立活動誕生

8か月程度

２、３歳段階の目標・内容の必要性

18か月程度

４歳程度

小１程度

５歳段階の目標・内容の必要性

小２程度

小３程度

小５程度

発達初期

中
学
部

高
等
部

自立や社会参画に向けて必要な資質・能力を身に付ける

目
標
・
内
容
の
系
統
性
の
整
理
が
必
要

指導の方向性（目標）の整理

運動・動作、操作、外界の知覚認知、要求、表現

2歳程度

目標の系統性の整理の必要性

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
算
数
・数
学
科

小
学
部

数量の基礎

小１

中３

中１

中２

高３

高１

高２

幼
稚
園

5歳児

3歳児

4歳児

小３
小４
小５
小６

数と式

（例）算数・数学

小２

小学校

算数科解説、
内容の構成
を参考

中学校

数学科解説、
内容の構成を
参考

数と計算

高等学校

数学科解説、
内容の構成を
参考

幼稚園
解説(8)を参考

環境

現在、解説（「数量の基礎」「数と計算」）に配列されている内容例

小３程度

小３程度

内
容
の
整
理

～

～

～

～

～
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各教科の各学年等の内容の配当比較②各教科の各学年等の内容の配当比較②

１段階

２段階

３段階

（3）身近にあるものの形の違いに気付く。
【形の相違点や類似点に気づく、同じ形のものを選ぶ】

（3）図形の特徴や図表の内容を理解し，作成する。
【直線、辺、直角、円の性質、基準点と位置関係の理解等】１段階

１段階

２段階

（3）図形を正しく作図したり，表やグラフを工夫して作ったりする。
【正方形、長方形、正三角形、直角三角形、円特長・性質等】

小１

中３

中１

中２

高３

高１

高２

（3）基本的な図形や簡単な図表に関心をもつ。
【□△〇の名称を言う（指さし、型はめ）、□△〇を取り出す
（見つける）、位置（自分を中心に上下・中外・前後）、
がんばり表、〇・×の意味理解等】

（3）基本的な図形が分かり，その図形を描いたり，簡単な
図表を作ったりする。
【正方形、長方形、三角形、円の理解（描く）、左右の位置関係、
簡単な記号を使用した表（多少・同等の比較）、棒グラフ等】

図形・数量関係

（3）様々な図形，表やグラフを理解し，工夫して使う。
【二等辺三角形、台形、平行四辺形、ひし形、立方体、球、百分率、
円グラフ等】

自立活動

幼
稚
園

5歳児

3歳児

4歳児

小２
小３
小４
小５
小６

図形

図形と軽量

※共同行為成立、活動と結果の理解、探索操作、動作による働きかけ ８か月

２歳程度

（例）３つの形から〇をとる、積み木を積み上げたり、重ねたりする等

４歳程度

小１程度

小３程度

小１程度

小４程度

小２程度

小５程度

（例）算数・数学

小学校
算数科解説、
内容の構成

中学校
数学科解説、
内容の構成

高等学校

数学科解説、
内容の構成

環境

幼稚園
教育要領
解説(8)

１～２歳程度

中
学
部

高
等
部

目
標

・
内
容
の

系
統
性
の
整
理
が
必
要

自立や社会参画に向けて必要な資質・能力を身に付ける

図形

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
算
数
・数
学
科

小
学
部

発達
初期

内
容
の
整
理

運動・動作、操作、外界の知覚認知、要求、表現

指導の方向性（目標）

誕生

内容の整理

内容の整理

現在、解説（「図形・数量関係」）に配列されている内容例

～

～

～

～

～
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知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
算
数
・
数
学
科

指導の方向性

数量の基礎

小学校等の各教科の各学年等の内容の配当比較③小学校等の各教科の各学年等の内容の配当比較③

２段階

３段階

１段階

１段階

２段階

小１

中３

中１

中２

高３

高１

高２

数と計算

幼
稚
園

5歳児

3歳児

4歳児

誕生

８か月

接続

小３
小４
小５
小６

数と式

（例）算数・数学

小２

数と計算

環境

充
実

中
学
部

高
等
部

充
実

充実

小
学
部

発達
初期 １段階

知
的
障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
の
算
数
・数
学
科

小３程度

４歳程度

18か月程度

接続

接続

接続
数と式

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

小１

中３

中１

中２

高３

高１

高２

幼
稚
園

5歳児

3歳児

4歳児

小３
小４
小５
小６

小２

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

（例）
中学部生徒小３程度

小５程度
（例）
高等部生徒

運動・動作、操作、外界の知覚認知、要求、表現

聞く 話す 読む 書く
数量の
基礎

数と
計算

量と
測定

図形
数量
関係

各学部の段階ごとの
領域に示されている
内容の習得が既に
できている児童生徒

への対応自立活動

目
標

・
内
容
の

系
統
性
の
整
理
が
必
要

13



現行の教科における「評価の観点と趣旨」
の示し方から見た現状と課題

14



各教科の評価の観点と趣旨の比較各教科の評価の観点と趣旨の比較

観点 算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方
数量や図形について

の技能
数量や図形についての

知識・理解

小学校

数理的な事象に関心をもつ
とともに、算数的活動の楽
しさや数理的な処理の良さ
に気付き、進んで生活や学
習に活用しようとする。

日常生活の事象を数理的
に捉え、見通しをもち筋道
立てて考え表現したり、そ
のことから考えを深めたり
するなど、数学的な考え方
の基礎を身に付けている。

数量や図形について
の数学的な表現や処
理に関わる技能を身に
付けている。

数量や図形についての
豊かな感覚をもち、それ
らの意味や性質などにつ
いて理解している。

中学校

数学的な事象に関心をもつ
とともに、数学的活動の楽
しさや数学のよさを実感し、
数学を活用して考えたり判
断したりしようとする。

事象を数学的に捉えて論
理的に考察し表現したり、
その過程を振り返って考え
を深めたりするなど、数学
的な見方や考え方を身に
付けている。

事象を数量や図形など
に数学的に表現し処理
する技能を身に付けて
いる。

数量や図形などに関する
基礎的な概念や原理・法
則などについて理解し、
知識を身に付けている。

観点 関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解

高等学校

数学の論理や体系に関心
をもつとともに，数学のよさ
を認識し，それらを事象の
考察に積極的に活用して数
学的論拠に基づいて判断し
ようとする。

事象を数学的に考察し表
現したり，思考の過程を振
り返り多面的・発展的に考
えたりすることなどを通して，
数学的な見方や考え方を
身に付けている。

事象を数学的に表現・
処理する仕方や推論
の方法などの技能を身
に付けている。

数学における基本的な概
念，原理・法則などを体
系的に理解し，知識を身
に付けている。

観点 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

教科（知）
段階
／観点

現行の学習指導要領に基づく学習評価の観点で作成

今
後
改
善
・
充
実

小学校等
の教科の
改訂を踏
まえる。

各教科の目標、内容に照らし、具体的に定めた指導内容、実現状況を記述
（学習評価の観点は示していない。）
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学年別の評価の観点と趣旨の比較①学年別の評価の観点と趣旨の比較①

学年
／観点

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能
数量や図形についての

知識・理解

１年

数量や図形に親しみをもち，それらに
ついて様々な経験をもとうとする。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，数理的な処理に
親しみ，考え表現したり工夫したりしている。

整数の計算をしたり，身の回りに
ある量の大きさを比較したり，図
形を構成したり，数量の関係など
を表したり読み取ったりするなど
の技能を身に付けている。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，整数の意味と表し方及び
整数の計算の意味を理解し，量，図形
及び数量の関係についての理解の基
礎となる経験を豊かにしている。

２年

数量や図形に親しみをもち、それらに
ついて様々な経験をもとうとするととも
に，知識や技能などを進んで用いよう
とする。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，数理的な処理に
親しみ，考え表現したり工夫したりしている。

整数の計算をしたり，長さや体積
などを測定したり，図形を構成し
たり，数量の関係などを表したり
読み取ったりするなどの技能を身
に付けている。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，整数の意味と表し方，整
数の計算の意味，長さや体積などの単
位と測定の意味，図形の意味及び数量
の関係などについて理解している。

３年

数理的な事象に関心をもつとともに，
知識や技能などの有用さ及び数量や
図形の性質や関係を調べたり筋道を
立てて考えたりすることのよさに気付
き，進んで生活や学習に活用しようと
する。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，日常の事象につ
いて見通しをもち筋道を立てて考え表現したり，
そのことから考えを深めたりするなど，数学的な
考え方の基礎を身に付けている。

整数などの計算をした整数などの
計算をした測定したり，図形を構
成要素に着目して構成したり，数
量の関係などを表したり読み取っ
たりするなどの技能を身に付けて
いる。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，整数，小数及び分数の意
味と表し方，計算の意味，長さや重さな
どの単位と測定の意味，図形の意味及
び数量の関係などについて理解してい
る。

４年

数理的な事象に関心をもつとともに，
知識や技能などの有用さ及び数量や
図形の性質や関係を調べたり筋道を
立てて考えたりすることのよさに気付
き，進んで生活や学習に活用しようと
する。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，日常の事象につ
いて見通しをもち筋道を立てて考え表現したり，
そのことから考えを深めたりするなど，数学的な
考え方の基礎を身に付けている。

整数，小数及び分数の計算をし
たり，図形の面積を求めたり，図
形を構成要素の位置関係に着目
して構成したり，に着目して構成し
たり調べたりするなどの技能を身
に付けている。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，整数，小数及び分数の意
味と表し方，計算の意味，面積などの
単位と測定の意味，図形の意味及び数
量の関係などについて理解している。

５年

数理的な事象に関心をもつとともに，
数量や図形の性質や関係などに着目
して考察処理したり，論理的に考えた
りすることのよさに気付き，進んで生
活や学習に活用しようとする。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，日常の事象につ
いて論理的に考え表現したり，そのことを基に発
展的，統合的に考えたりするなど，数学的な考え
方の基礎を身に付けている。

小数や分数の計算をしたり，図形
の面積や体積を求めたり，図形
の性質を調べたり，数量の関係な
どを表したり調べたりするなどの
技能を身に付けている。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，整数の性質，分数の意味，
小数や分数の計算の意味，面積の公
式，体積の単位と測定の意味，図形の
意味や性質及び数量の関係などにつ
いて理解している。

６年

数理的な事象に関心をもつとともに，
数量や図形の性質や関係などに着目
して考察処理したり，論理的に考えた
りすることのよさに気付き，進んで生
活や学習に活用しようとする。

数量や図形についての基礎的・基本的な知識及
び技能の習得や活用を通して，日常の事象につ
いて論理的に考え表現したり，そのことを基に発
展的，統合的に考えたりするなど，数学的な考え
方の基礎を身に付けている。

分数の計算をしたり，図形の面積
や体積を求めたり，図形を構成し
めたり，図形を構成したり、表した
り調べたりするなどの技能を身に
付けている。

数量や図形についての感覚を豊かに
するとともに，分数の計算の意味，体積
の公式，速さの意味，図形の意味及び
数量の関係などについて理解している。

教科（知）
段階
／観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

※

（例）小学校、算数

今

後

、
改

善

・
充

実

小学校
等の教科
の改訂を
踏まえる。

各教科の目標、内容に照らし、具体的に定めた指導内容、実現状況を記述
（学習評価の観点は示していない。） 16



学年別の評価の観点と趣旨の比較②学年別の評価の観点と趣旨の比較②

学年／
観点

算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形についての技能
数量や図形についての

知識・理解

１年

様々な事象を数量や図形などで
とらえたり，それらの性質や関係
を見いだしたりするなど，数学的
に考え表現することに関心をも
ち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりし
ようとする。

数量や図形などについての基
礎的・基本的な知識及び技能
を活用しながら，事象を見通し
をもって論理的に考察し表現し
たり，その過程を振り返って考
えを深めたりするなど，数学的
な見方や考え方を身に付けて
いる。

正の数と負の数の四則計算がで
き，数量の関係や法則を方程式
などを用いて表現し処理したり，
基本的な図形の作図や図形の計
量をしたり，関数関係を的確に表
現したり，資料を整理したりするな
ど，技能を身に付けている。

正の数と負の数，文字を用い
ることの必要性と意味，一元
一次方程式，平面図形につい
ての性質や関係，空間におけ
る図形の位置関係、関数関係
や比例・反比例，ヒストグラム
や代表値などを理解し，知識
を身に付けている。

２年

様々な事象を数量や図形などで
とらえたり，それらの性質や関係
を見いだしたりするなど、数学的
に考え表現することに関心をも
ち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりし
ようとする。

数量や図形などについての基
礎的・基本的な知識及び技能
を活用しながら，事象を数学的
な推論の方法を用いて論理的
に考察し表現したり，その過程
を振り返って考えを深めたりす
るなど，数学的な見方や考え方
を身に付けている。

文字を用いた四則計算ができ，数
量の関係や法則を方程式などを
用いて表現し処理したり，図形の
性質について簡潔に表現したり，
関数関係を的確に表現したり，確
率を求めたりするなど，技能を身
に付けている。

文字式のはたらき，連立二元
一次方程式，平面図形の性
質，図形の証明の必要性と意
味及びその方法，一次関数の
特徴，確率の必要性と意味な
どを理解し，知識を身に付け
ている。

３年

様々な事象を数量や図形などで
とらえたり，それらの性質や関係
を見いだしたりするなど，数学的
に考え表現することに関心をも
ち，意欲的に数学を問題の解決
に活用して考えたり判断したりし
ようとする。

数量や図形などについての基
礎的・基本的な知識及び技能
を活用しながら，事象に潜む関
係や法則を見いだしたり，数学
的な推論の方法を用いて論理
的に考察し表現したり，その過
程を振り返って考えを深めたり
するなど，数学的な見方や考え
方を身に付けている。

平方根を含む式の計算ができ，
数量の関係や法則を方程式など
を用いて表現し処理したり，図形
の性質について簡潔に表現したり，
関数関係を的確に表現したり，標
本を抽出したりするなど，技能を
身に付けている。

数の平方根の必要性と意味，
式の変形の意味とはたらき，
二次方程式，図形の相似の
意味や円周角と中心角の関
係の意味，三平方の定理の
意味，関数y＝ax２の特徴，標
本調査の必要性と意味などを
理解し，知識を身に付けてい
る。

教科
（知）
段階
／観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

※

（例）中学校、数学

今

後

、
改

善

・
充

実

小学校
等の教科
の改訂を
踏まえる。

各教科の目標、内容に照らし、具体的に定めた指導内容、実現状況を記述
（学習評価の観点は示していない。）
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学年別の評価の観点と趣旨の比較③学年別の評価の観点と趣旨の比較③

学年／観点 関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解

１年
（数Ⅰ）

数と式，図形と計量，二次関
数及びデータの分析の考え
方に関心をもつとともに，数
学のよさを認識し，それらを
事象の考察に活用しようとす
る。

事象を数学的に考察し表現
したり，思考の過程を振り返
り多面的・発展的に考えたり
することなどを通して，数と
式，図形と計量，二次関数
及びデータの分析における
数学的な見方や考え方を身
に付けている。

数と式，図形と計量，二
次関数及びデータの分
析において，事象を数学
的に表現・処理する仕方
や推論の方法などの技
能を身に付けている。

数と式，図形と計量，二次関
数及びデータの分析におけ
る基本的な概念，原理・法
則などを理解し，知識を身に
付けている。

２年
（数Ⅱ）

いろいろな式，図形と方程式，
指数関数・対数関数，三角
関数及び微分・積分の考え
の考え方に関心をもつととも
に，それらを事象の考察に活
用して数学的論拠に基づい
て判断しようとする。

事象を数学的に考察し表現
したり， 思考の過程を振り
返り多面的・発展的に考え
たりすることなどを通して，
いろいろな式，図形と方程
式，指数関数・対数関数，三
角関数及び微分・積分の考
えにおける数学的な見方や
考え方を身に付けている。

いろいろな式，図形と方
程式，指数関数・対数関
数，三角関数及び微分・
積分の考えにおいて，事
象を数学的に表現・処理
する仕方や推論の方法
などの技能を身に付け
ている。

いろいろな式，図形と方程
式， 指数関数・対数関数，
三角関数及び微分・積分の
考えにおける基本的な概念，
原理・法則などを体系的に
理解し，知識を身に付けて
いる。

３年
（数Ⅲ）

平面上の曲線と複素数平面，
極限，微分法及び積分法に
関心をもつとともに，それらを
事象の考察に積極的に活用
して数学的論拠に基づいて
判断しようとする。

事象を数学的に考察し表現
したり， 思考の過程を振り
返り多面的・発展的に考え
たりすることなどを通して，
平面上の曲線と複素数平面，
極限， 微分法及び積分法
における数学的な見方や考
え方を身に付けている。

平面上の曲線と複素数
平面，極限，微分法及び
積分法において，事象を
数学的に表現・処理する
仕方や推論の方法など
の技能を身に付けてい
る。

平面上の曲線と複素数平面，
極限，微分法及び積分法に
おける基本的な概念， 原
理・法則などを体系的に理
解し， 知識を身に付けてい
る。

教科（知）
段階／観点

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解

※

（例）高等学校、数学

各教科の目標、内容に照らし、具体的に定めた指導内容、実現状況を記述
（学習評価の観点は示していない。）

今

後

、
改

善

・
充

実

小学校
等の教科
の改訂を
踏まえる。

18



「論点整理」を踏まえた各教科の目標等
の改善の手続きから見た現状と課題

19



育成すべき資質・能力を踏まえた教科の目標等の改善の手続き育成すべき資質・能力を踏まえた教科の目標等の改善の手続き
各教科

幼稚園、小・中学校、
高等学校に準ずる改訂

特別支援学校（知的）
育成すべき資質・能力の３つの柱等

幼・小・中・高等学校を通じた
教科等のイメージ（案）

①知識や技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等
●資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例

資質・能力の３つの柱に沿った、
小・中・高等学校を通じて教科等
において育成すべき資質・能力の
整理（案）

①知識や技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等

教科等における問題発見・解決の
プロセスと育成すべき資質・能力

●資質・能力の育成のために重視すべき学習過程の例

教科等における見方や考え方
（案）

◆深い学び

教科の目標
①知識や技能
②思考力・判断力・表現力等
③学びに向かう力、人間性等

学年の領域に対応した目標
／領域に対応した段階

⑴（数と計算）目標
⑵（量と測定）目標
⑶（図形）目標
⑷（数量関係）目標

領域
A:数と計算
B:量と測定
C:図形
D:数量関係

内容構成
(1)数量の基礎及び数と計算
(2)量と測定
(3)図形・数量関係
(4)実務

各領域の内容
／領域に対応した各段階の内容

A（数と計算）
B（量と測定）
C（図形）
D（数量関係）

評価の在り方

評価の観点

①知識・技能
②思考・判断・表現
③主体的に学習に取り組む態度

◎
①
②
③
●

①
②
③

●

小
中
高

幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
準
ず
る
改
訂

準
ず
る
改
訂

領域に対応した段
階の目標を検討し
て は ど う か

領域に対応した段
階の目標の検討を
踏まえ内容の整理
を し て は ど う か

①+②+③

①
②
③

小・中学校等の改善を
踏まえ、構成や表現を
整 理 し て は ど う か

20



小学校等の各教科等の枠組みと知的障害
のある児童生徒に対する各教科等の枠組
みから見た現状と課題

21



国
語

社
会

算
数

理
科

生
活

音
楽

図
画
工
作

家
庭

体
育

各教科 道
徳
科

外
国
語
活
動

総
合
的
な
学
習
の

時
間

特
別
活
動

国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

技
術

・
家
庭

保
健
体
育

各教科 道
徳
科

総
合
的
な
学
習
の

時
間

特
別
活
動

外
国
語

国
語

地
理
歴
史

公
民

数
学

保
健
体
育

芸
術

外
国
語

家
庭

各教科 総
合
的
な
学

習
の
時
間

特
別
活
動

情
報

理
科

国
語

社
会

数
学

保
健
体
育

音
楽

外
国
語

家
庭

職
業

理
科

美
術

情
報

道
徳

総
合
的
な
学

習
の
時
間

特
別
活
動

自立活動

自立活動

国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
健
体
育

職
業

・
家
庭

道
徳
科

（
設
定
教
科
）

外
国
語

総
合
的
な
学

習
の
時
間

特
別
活
動

通常の学級

特
別
支
援
学
校

準ずる教育課程

知的障害
（特別支援学級

を含む）
自立活動

自立活動

国
語

算
数

生
活

音
楽

図
画
工
作

体
育

道
徳
科

特
別
活
動

小
学
部

障害のある児童生徒に対する教育課程等の円滑な接続障害のある児童生徒に対する教育課程等の円滑な接続

連続性の視点から位置付けの検討をしてはどうか

特別支援学級

通級による指導

小
学
校

通常の学級

特
別
支
援
学
校

準ずる教育課程

知的障害
（特別支援学級

を含む）

中
学
部

特別支援学級

通級による指導

中
学
校 自立活動

通常の学級

特
別
支
援
学
校

準ずる教育課程

知的障害

高
等
部

通級による指導

高
校

自立活動

教育課程の側面
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現行の「解説」を踏まえた教育課程編成の
手続きから見た現状と課題
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第３章 知的障害である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科

第１節 各教科の基本的な考え方
１ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の各教科の考え方
⑴ 各教科の構成と履修
⑵ 段階による各部の内容構成

２ 知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校における指導の特徴
⑴ 知的障害のある児童生徒の学習上の特徴等
⑵ 各教科等を合わせて指導を行う場合
⑶ 教科別に指導を行う場合
⑷ 領域別に指導を行う場合

第２節 各教科に係る改善の要点
１ 総則（第1章）内容等の取扱いに関する共通的事項（第２節第２）
２ 各教科（第２章）

第３節 小学部の各教科

学習指導要領に基づくカリキュラム・マネジメントの視点学習指導要領に基づくカリキュラム・マネジメントの視点

（例）
現行の特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）より作成

24



「教育課程」と「指導計画」の接続（仮案）

何を

学習指導要領を踏まえて「教育内容」を明確にする段階（核となるカリキュラムの明確化）

教育内容等を踏まえて「指導計画」を作成する段階（実施するカリキュラムの作成）

学 校 教 育 目 標
• 育成すべき資質・能力
• めざす児童生徒像の明確化
• 卒業までに身に付けてほしい力の検討

① 指 導 内 容 の 選 択

② 指 導 内 容 の 組 織

③ 授 業 時 数 の 配 当

達成を目指して

学 習 指 導 要 領 に 示 す 各 教 科 等 の 目 標 ・ 内 容 等

• 発展的、系統的に指導内容を配列・組織
• 各教科等間の指導内容の相互の関連

• 基礎的・基本的な指導内容の明確化
• 指導内容の精選・重点を置くべき指導内容の明確化

• 各教科等の年間授業時数を定める
• 学期、月、週ごとの各教科等の授業時数を定める
• 各教科等の授業の１単位時間を適切に定める

どのように 指 導 の 形 態 ご と に 指 導 計 画 の 作 成

③ 時間割の編成 学習グループ、指導体制の検討

② 指導内容の組織、時数の配分

① 指導の形態の選択

年間計画、学期計画、月・週計画、単元（題材）計画等

各教科等別指導、各教科を合わせた指導、各教科等を合わせた指導

④ 個別の教育支援計画、個別の指導計画の作成 25



学期ごとの
達成状況

本 時 の 授 業

各 教 科 等 の 内 容 の 明 確 化

各 教 科 等 の 目 標 の 明 確 化

評 価

各
教
科

道
徳

外
国
語
活
動

総
合
的
な
学

特
別
活
動

自
立
活
動

個
別
の
指
導
計
画

◆社会に開かれた教育課程

◆カリキュラム・マネジメント 教育課程の総体的構造の可視化（例）

各 学 部 教 育 課 程 編 成

指導内容の選択
指導内容を組織
授業時数を配当

指導計画作成（指導の形態、年間計画、時数配分、時間割等）

各 教 科 等 の 実 態 把 握

知識・技能
（何を知っているか、

何ができるか）

◆ 学 び の 連 続 性

◆育成すべき資質・能力

卒業後の視点から学校教育を考える

学習指導要領に基づき、身
に付けてほしい力を育むた
めの指導内容等の検討

指導・学習方法の明確化

思考・判断・表現
（知っていること・
できることをどう使うか）

評 価 方 法 の 明 確 化

学 校 教 育 目 標

め ざ す 児 童 生 徒 像

卒 業 ま で に 身 に 付 け て ほ し い 力
• 皆 で 共 有 す る め ざ す 姿

• 身 に 付 け て ほ し い 力

◆教育課程の円滑な接続

各 学 部 教 育 目 標

個別の教育支援計画

• め ざ す Ａ さ ん の 姿

• Ａ さ んに育てたい力

評 価

学 び の 履 歴

主体的に学習に取り
組 む 態 度

（どのように社会・世界と関わり、
よりよい人生を送るか）

育 成 す べ き 資 質 ・ 能 力 の 三 つ 柱 に 沿 っ た 学 習 評 価 の 整 理

アクティブ・ラーニング
・ 深 い 学 び
・ 対 話 的 な 学 び
・ 主 体 的 な 学 び

◆アクティブ・ラーニング

習得

活用 探究

指導内容の精選・指導の重点化

学
習
指
導
要
領
か
ら
教
育
内
容
を
明
確
に
す
る
段
階

指
導
計
画
を
作
成
す
る
段
階
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